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354.装具・テーピングが全身鶴重量カ

ならびに離骨簸援射に及援す欝饗
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。土IJl祐之穴披綾JE:.i挙母，白木仁へお井朝失穴
下機仁士竺 2吉永農め
日筑波大学体育訴究科 2)臨床箆学系

治体管科学系 4)ピッツパ}グ大学

{践的}本研究は， s鵠欝の機能的不安定牲に対する銭
其・テーピングの影響を鱗べることを践的とした.そこ

で，バランスボードを潟いた全身響奇襲カテストなちびに

Suddell ankle inversion 抑制による誹脅筋の反応時簡を襟

足・装具鎗照時・テーピング藩潟時で機定しI 3項目簡
で比較検設すを行った.

{方法J <対象>rnju児dgroup;大学パレ}ポール部に
間続し， 3密以上の足鶴欝捻畿の既往援があり，諮覚的
i調節不安定性を宥する選手絡計波(age20・22Y1"s.). 
Control gruup ;下肢犠饗，神経学的競警の統技緩めない
選手6名8足 (19. 22. yrs.). <鍵験議題> : (UStぬkn
ankle inversion stre..<;sによる緋管筋の反応時間の誤q}E.(:?) 
バランスポ}ドテスト〈鵠践・駿綴み・片苦却でバランスポ}

ド上に策り，バランスがくずれ、ポ}ドが地認に接するまでの

鰭簡を1ゆを限度とL説法人以上を視足時・装具藷用時・
テーピング着用時の3域自に分けて行った.

1結果および者犠3内反事j護士における欝骨銘の反:$時
間の灘定め結果，探足時においてlnjuredgroup . Control 
group関に宥窓葦は認められなかった.様A待望装具藩
用時。テーピング議JY時の 3~員百簡においても In;urect
grωp • COlltrol groupともに手nまな鐙は認められなかった.
このことにより，装具，テ}ピングが，JjJJすというー穣j

wからみた接骨筋の機能改轄に後援関与するものではな
いことが示唆された.

DYJOC BOARDによる全身務整カテストの結果，
Injured groupで，パラシスポ}ドに乗れてい老い選手が

装具を藩渇することによって，課i五時に比べて乗れた時
間カ待裁に延長した(P{().05).逆に，テーピングを務F較す
ることによ号，議i主将に比べて3表れた待機が鐙くなる鎖
{毎があった.以上より，リハピリテ~ションの初期段階

においてはテ}ピングで路定しe ある軽度慣れてきたら

テーピングを装具にかえ， PJ動域を広げたよで談織を行
う，というようにテーピングと毅具をうまく強い分ける

ことにより足関節の機能額御11線カ宮効率よく行うことが

できると考えられる.

{鶴鎗)Q).襟i三，装兵，テ山ピング特において足関節
内氏刺激における排骨筋の仰と、襲警告号はi吋uredgroup， 
Con trol groupともに有意な譲治宝認められなかった.

@DYJOC BOARDを用いた全身務整カテストでは装兵装
議時では捺足時よりも者意に長く乗ることができたがp

テーぜング毅着時では粂れた持隣が惣くなる犠持}があっ

すこも

くID.装具とテ}ピングをうまく使い分けることにより，効
率の良いA欝欝捻接的リハピワテーションが鶏待できる.
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